
号外！ 次は 11月、この二人です！ 

第１３回 佐世保かっちぇて落語会 

瀧川鯉昇・春風亭昇太 
 
 
毎回心がけてはいますが・・・いま、この予告チラシを手に取っている人は
宝くじに当たった、ようなもの。「鯉昇・昇太二人会」なんて、落語会が  
盛んな東の都あたりでもめったに見聞できるものではありません。  
両師匠ともにそれぞれ、全国の落語会から引っ張りだこでありまして、  
スケジュールを合わせるのが非常に難しいからです。にもかかわらず、西の  
端っこの佐世保で実現するのです。これを逃すと、この二人を同じ高座で  
堪能できる機会は、二度とない！かもしれませんよ。しかも二席ずつ、  
たっぷりと口演していただきます。嗚呼、なんて贅沢な会なんでしょう。  
 
瀧 川 鯉 昇：文化庁芸術祭優秀賞受賞などの受賞歴もさることながら、  

いかにも落語家らしい風貌や古典落語の中にはさむナンセンス
ギャグなど、その飄々とした軽いおかしみのある高座は現在  
もっとも落語本来の楽しさ面白さを伝えてくれる貴重な存在で  
あり、落語通の間でも非常に高く評価されている。私たちの会  
は三回目。話す前の“間”と“表情”、その雰囲気だけで笑える  
とファンになった人もいるほどの芸達者。昇太の兄弟子である。  

 
春風亭昇太：落語を知らない人でも知ってるテレビ的な人気だけではなく、 
      国立演芸場花形演芸大賞や文化庁芸術祭大賞を受賞するほど

の実力者であり、まさに人気と実力が両立している“いま面白
い落語家”の筆頭である。新作・古典を問わず、どんな噺でも
爆笑に変えてしまう“昇太スタイル”は“卓越したエンター  
テイメント”である、と評されている。私たちの会に初登場  
した５年前の“すごかった高座”は、いまも記憶に残っている。   

 
 
 
 
 
 
こんな二人が佐世保で“兄弟会”を演ってくれるんです。どれだけ面白く
なるか、“わかる人”にはわかりますよね。  
前座はいつものように、我が故郷の落語っ子たちが務めさせていただきま
すが、次回は、鯉昇師匠の１３番目の弟子で、今年の４月に“二つ目”に
昇進した「瀧川鯉ん」も一席披露いたします。こういうことは初めての試
みでありますが、実は「瀧川鯉ん」は「佐世保南高」の卒業生なのです！  
このまま精進していけば、佐世保初の“真打”が誕生するかもしれません。
ですから二つ目昇進のお祝いと励ましもかねて、故郷の皆さまにご紹介す
ることにしたのです。嗚呼、なんて盛りだくさんな会なんでしょう。これ
でいつもの料金です。嗚呼、なんて予約したくなる会なんでしょう。  
 

（文責：海老原靖芳）  

鯉昇・昇太おまけのエピソード（昇太本人のブログより抜粋）  

“  ・・・（略）鯉昇兄さんとツーショット。このテクニシャンの落語家の  
兄弟子に、今までどれだけ、飲ませてもらい、噺を教わってきたか・・・（略）”  

 



 

平成２８年１１月６日（日） 開演午後４時  

佐世保市民会館 
（次回の会場はコミュニティーセンター５F ではありません。  

お間違えないように）  
 

※  駐車場がございませんので、公共交通機関をご利用ください  

 
大人指定席：2,500 円  自由席：2,000 円  
小中高生：1,000 円（指定席･自由席ともに同じ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
------------------------------切り取り線 -------------------------------  
 

 

〈指定席希望者のみご記入ください。チケット販売は約 ２ヶ月前です〉  

 

❖指定席  大人（  ）枚・子供（  ）枚  

 
 
 
   〒  

ご住所                                              

 

ご氏名                                              

 

電話・FAX 番号                    ，                

 

※チケット販売･問合せ先  

佐世保かっちぇて落語会・実行委員会  事務局 
佐世保市干尽町 2-5 観光交流センター 2F Soup-Up させぼ内  

Tel :0956-32-0888／ Fax:0956-59-8151 

営業時間：月～金  9 時～18 時  



 


